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＜発行元＞         
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 〒６４０－８５８５ 和歌山市小松原通１－１  

ＴＥＬ：０７３－４４１－２２７１  

 

 

    

    

平成２４年５月２８日（月）、ホテルアバローム紀の国で平成２４年和歌山県知事表彰式が開

催され、八反田区自主防災組織と雄湊区自主防災会が知事表彰を受賞しました。                                

受賞した２組の自主防災組織にインタビューを行いましたので紹介します。                 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（表彰式の様子） 

右から仁坂知事、八反田区自主防災組織 桑木野健介会長 

湊地区自主防災会 西村征男会長、新島県議会議長（当時） 

八反田八反田八反田八反田
は っ た ん だ

区自主防災組織区自主防災組織区自主防災組織区自主防災組織    

（（（（那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町））））    

 台風１２号災害時、住民を安全な避難所まで誘導  

した功績が評価され今回知事表彰を受賞しました。 

当時の状況を桑木野健介会長にインタビューしまし

たので紹介します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

1.1.1.1.組 織組 織組 織組 織 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て     

    八反田区自主防災組織は那智勝浦町役場から

結成の働きかけがあり、平成 21 年 5 月 5 日に

結成しました。現在、役員７名を中心に活動し

ています。 

2.2.2.2.台 風台 風台 風台 風 12121212 号 災 害 時号 災 害 時号 災 害 時号 災 害 時 のののの 状 況状 況状 況状 況     

 八反田区自主防災組織を結成する前から、現

在の役員の方々と共に、雨が降った時には那智

川の堤防に立ち水位監視を行ってきました。 

台風１２号災害当時、雨は９月１日から降り

続いており、今回もいつもと同じように水位監

視を行っていました。３日の 20 時頃には、町

の指定避難所となっている井関保育所まで住民

を避難させ、また引き続き水防監視を行ってい

ました。21 時頃には水位は堤防から 30cm 程

になっており、しゃがんだら水に触れられそう

な水位でした。しかし、見ているうちにサーッ

と１ｍ程水位が低くなりました。その時は、な

ぜ水位がいきなり下がったのか分かりませんで

したが、翌朝になって分かりました。那智川本

流まで押し寄せた土石流が、一時的に川の水を

堰き止めていたため、水位がいきなり下がった

ようです。那智川では、直径 50ｃｍほどの岩が

川の水面を跳ねていました。今まで見たことの

ない光景で背筋が凍る思いでした。 

一気に水位が下がった後、また水位はすぐに

上昇し続けました。住民が避難している井関保

育所前の県道も尋常じゃない量の水が流れ、道

路が半分えぐられてきました。この時、これは

やばい！と思い、井関保育所井関保育所井関保育所井関保育所にににに避難避難避難避難しているしているしているしている住住住住

民民民民をよりをよりをよりをより安全安全安全安全なななな市野市野市野市野々々々々小学校小学校小学校小学校までまでまでまで送送送送りましたりましたりましたりました。。。。

後に井関保育所の建物内も約１ｍ50ｃｍほど

浸水しましたが、この時のとっさの判断で、住

民を無事に避難させることができました。 

その後、水位監視に戻った後に、私自身も市

野々小学校に避難しました。しかし、小学校の

中は、まさに地獄絵図のようで、ガラス窓を流

 
  

 

２組の自主防災組織が知事表彰を受賞しました！ 

（海南市で去年行われた津波避難訓練の様子） 
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木が突き破り、さらに、流木は教室の間仕切り

の壁に当たり校舎を揺らしました。照明も消え、

高齢者の方が「おとろし。おとろしよー。」と怖

がり、子どもは泣き叫んでいる状況でした。 

3.3.3.3.経験経験経験経験をををを通通通通じてじてじてじて伝伝伝伝えたいことえたいことえたいことえたいこと    

 とにかくとにかくとにかくとにかく早早早早くくくく逃逃逃逃げろげろげろげろということをということをということをということを伝伝伝伝えたいえたいえたいえたい。。。。

私は平屋の家に住んでいるのですぐに避難しま

したが、２階建ての家に住んでいる人は、２階

があることで油断して逃げなかった人もいまし

た。私は、孫たちと早く逃げたことで、怖い目

にも会わずに小学校まで避難できました。４日

の深夜３時頃避難して来た人は、ずぶ濡れで流

木か何かで引っかいた傷で血まみれの状態で、

小学校の３階まで自力で登って来た人もいまし

た。とにかく、このような時はできるだけ早く

逃げた方がいいと思います。 

 また、今回は日頃日頃日頃日頃からからからから自主防災組織自主防災組織自主防災組織自主防災組織のののの勉強会勉強会勉強会勉強会

でででで学学学学んできたんできたんできたんできた内容内容内容内容をををを生生生生かせたことがかせたことがかせたことがかせたことが良良良良かったとかったとかったとかったと

思思思思いますいますいますいます。今まで町から様々な勉強会に連れて

行ってもらい、他の自主防災組織のすばらしい

取り組みを聞くことができ、今回の八反田区で

生かすことができたのではないかと思います。

災害が起こってから２日間は、頭も真っ白の状

態でしたが、とにかく総会を開くため、すぐに

行動に移しました。総会は道路の上で開き、こ

れからどうするか話し合い、「みんなで一本道を

通そう」ということなりました。その判断がで

きたのも、自主防災組織の勉強会で学ぶことが

できたからだと思います。 

八反田区では区を２つに分割して、防災対策

を行っています。今回も２つに分けた狭い区の

中での活動であったからこそ、井関保育園前の

県道の増水に気付き、住民を市野々小学校まで

避難させるという判断ができたのではないかと

思います。 

4.4.4.4.これからのこれからのこれからのこれからの課題課題課題課題    

    自主防災組織の担い手不足が課題です。人員

補充を考えていますが区内の人口も少なく、ま

た人材の点でも現状では困難ではないかと考え

ています。今は、やる気のある人材を探してい

るところです。 

原 稿 ： 事 務 局  
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雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会    

（（（（和歌山市和歌山市和歌山市和歌山市））））    

    雄湊地区自主防災会は「自分たちの町は自分たちで守

る。」という意識のもと継続的な活動を行っています。

今回、全地区住民等と協働し、防災訓練を行ったことが

評価され和歌山県知事表彰を受賞しました。防災訓練を

中心に活動内容について紹介します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１１１１．．．．雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会雄湊地区自主防災会とはとはとはとは    

私達が居住する雄湊地区は、和歌山市を東西

に流れる大河「紀ノ川」河口近くの南側に位置

し、世帯数は約２，１００世帯、人口約５，６

５０人を擁し、地区南東に和歌山県庁、東に名

城の和歌山城、北には南海電車の玄関口として

和歌山市駅をはじめ市民会館、市民図書館等に

隣接した市内の中心地にあります。また地区の

ほぼ中央部の高台には、災害時の避難所として

指定されている市立雄湊小学校があります。 

 当地区の自主防災会は、行政や各関係機関指

導、助言のもと平成１２年４月に設立しました。

メンバーとしましては、地区で組織されている

連合自治会、消防分団、防火委員会、婦人防火

クラブ、婦人会及び各種団体に所属している者

で構成されています。最重点目標を災害による

被害の未然防止や軽減とし、「「「「自分自分自分自分のののの身身身身はははは自分自分自分自分でででで

守守守守るるるる。。。。自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの町町町町はははは自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで力力力力をををを合合合合わせてわせてわせてわせて

守守守守るるるる。」。」。」。」という根底意識のもと機会があるごとに

自主的な防災活動を行っております。 

２２２２．．．．これまでのこれまでのこれまでのこれまでの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 突然発生する災害時には、誰もが気が動転し

てパニック状態に陥ることは確かであり、ひと

たび災害が発生したとき被害を最小限に止める

ことができるかどうか、また平常心で行動する

ことができるかどうかわかりません。 

 「「「「たかがたかがたかがたかが訓練訓練訓練訓練、、、、されどされどされどされど訓練訓練訓練訓練」」」」とととと言言言言いますがいますがいますがいますが、、、、

日頃日頃日頃日頃、、、、機会機会機会機会をををを捉捉捉捉ええええ繰繰繰繰りりりり返返返返したしたしたした「「「「防災訓練防災訓練防災訓練防災訓練」」」」をををを実実実実

施施施施することがすることがすることがすることが肝要肝要肝要肝要であるであるであるであると私は認識しています。

近い将来起こるとされています東海・東南海・

南海地震に対しても、地震被害から津波災害へ

と二重の被害が懸念されているなか、如何にそ

れらの被害を軽減するか、私達が普段から考え

ておかなければならない大きな課題です。  

  

毎年、当地区では全住民を対象にした「防災訓

練」を実施しています。その想定内容を「午前

８時００分に、震度６弱の地震が発生し、住民

全員が自治会長の指示のもと、安全に最終目標

の雄湊小学校へ避難する。」とし、避難訓練を開

始します。それに基づき地域住民が、避難経路

の確認、安全を保持しながら第一避難場所の地

域内の空き地や公園に集合して点呼をとり、そ

の後「避難旗」を掲げ高台にある第二避難所の

雄湊小学校まで集団で避難するものです。 

 雄湊小学校では、屋内体育館において地震・

津波シミュレーションの映画及び解説、またグ

ランドでは消火器を使用しての初期消火訓練や

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法、心

肺蘇生法、止血法による応急手当、防災資機材

の取り扱い方法、倒壊家屋からの救出訓練、婦

人会による炊き出し訓練及び消防団員による放

水訓練等々、地区を担当する消防署員の指導の

もと、毎年実施内容を替え積極的に実施してい

ます。 

 以上のように

地区住民及び各

種団体等と協調

し、一丸となった

「防災訓練」を行

うことにより、住

民一人ひとりに防災意識の向上が図られたこと

で、この度「雄湊地区自主防災会」が、暮らし

の安全及び向上の部で、栄えある「平成２４年

度和歌山県知事表彰」を受賞することができま

した。これもひとえに関係各位の協力の賜物で

あると、この紙面をお借りし、衷心より感謝を

申し上げる次第です。 

３３３３．．．．今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 当地区は６５歳以上の高齢者の比率が高く、

高齢者夫婦や一人暮らしの世帯がますます増加

しています。災害災害災害災害がががが発生発生発生発生したしたしたした時時時時、、、、そのようなそのようなそのようなそのような方方方方々々々々

をどのようにをどのようにをどのようにをどのように避難避難避難避難させていくかがさせていくかがさせていくかがさせていくかが大大大大きなきなきなきな課題課題課題課題でででで

すすすす。。。。今後、各種団体の協力を得て、方策を講じ

ていきたいと思っている所存です。 

原 稿 提 供 ： 雄 湊 地 区 自 主 防 災 会 会 長  西 村 様  

（授賞式の様子） 



きのくに自主防災 

 4 

 

 

 

海南市海南市海南市海南市 昭昭昭昭
しょう

成成成成
せい

町自主防災会町自主防災会町自主防災会町自主防災会のののの活動活動活動活動についてについてについてについて    

（（（（ 海 南 市海 南 市海 南 市海 南 市 ））））         

海南市の昭成町自主防災会の活動について紹介します。    

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１１１１ ．．．． 昭 成 町 防 災 会昭 成 町 防 災 会昭 成 町 防 災 会昭 成 町 防 災 会 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て     

昭成町は伝統産業会館「うるわし館」の南に

隣接した古い木造住宅の密集地で昭和 21 年の

南海地震では津波の被害を受けました。また海

抜も 0.8M で津波のハザードマップ浸水深も３

M 以上の沿岸地域です。また、古くからの町で

あり古い建物も多く、６５歳以上の高齢化率も

高く、災害時要援護者の多い地域であります。

それだけに大きな地震が起こると、津波・火災・

家屋の倒壊等が予想され避難にも課題がありま

す。 

昭成町自主防災会の設立のきっかけとしては

平成１９年２月の海南市自主防災組織の定例会

議に出席したことから始まりました。その時、

海南市には２４５自治会があり、９５の自治会

が自主防災組織を結成していたので、追いつけ

追い越せの大急ぎで積極的に訓練を行いました。 

 東海・東南海・南海地震などの大規模災害に

備えて組織的に行動すれば、より大きな力にな

りうる。遠遠遠遠いいいい親戚親戚親戚親戚よりよりよりより近近近近くのくのくのくの他人他人他人他人。｢。｢。｢。｢きずなきずなきずなきずな｣｣｣｣とととと

「「「「支支支支ええええ」」」」によるによるによるによる住民相互住民相互住民相互住民相互のののの絆絆絆絆をををを深深深深めめめめ災害災害災害災害にににに強強強強いいいい

町町町町にしようにしようにしようにしよう。。。。安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全はははは与与与与えられるのではなえられるのではなえられるのではなえられるのではな

くくくく自分自分自分自分がやらなければがやらなければがやらなければがやらなければ、、、、というというというという意識意識意識意識をををを各自各自各自各自がががが持持持持

ちちちち、、、、万万万万がががが一一一一にににに備備備備えたえたえたえた対策対策対策対策をををを身身身身につけるべきだにつけるべきだにつけるべきだにつけるべきだ。

災害に備え“いざ”という時に頼れる人をと考

え組織を立ち上げました。 

 平成 19 年 4 月１日に組織を立ち上げ、各班

の班長をリーダーにして全５班に平均して何か

の役に携わっていただくようにしました。やは

り地域活動は横の組織であり、また女性の力が

大きく女性の方にも役を担っていただくように

しました。そして地域住民地域住民地域住民地域住民のののの「「「「緊急連絡先名簿緊急連絡先名簿緊急連絡先名簿緊急連絡先名簿」」」」

をををを完備完備完備完備しししし、、、、避難時避難時避難時避難時におけるにおけるにおけるにおける安否確認体制安否確認体制安否確認体制安否確認体制のののの確立確立確立確立

をををを図図図図るためのるためのるためのるための基本台帳基本台帳基本台帳基本台帳をををを整備整備整備整備しししし、、、、緊緊緊緊急災害受信急災害受信急災害受信急災害受信    

    

機機機機やややや情報伝達用具情報伝達用具情報伝達用具情報伝達用具やややや避難用具避難用具避難用具避難用具などのなどのなどのなどの資機材資機材資機材資機材をををを整整整整

備備備備しましたしましたしましたしました。。。。    

 また、防災に関する知識や訓練、救急支援の

リーダーとなっていただくために救命技能者や

防災士の資格を取得しました。 

２２２２ ．．．． 避 難 訓 練避 難 訓 練避 難 訓 練避 難 訓 練 のののの 実 施実 施実 施実 施     

 訓練等訓練等訓練等訓練等もただもただもただもただ単単単単にににに行行行行うのではなくうのではなくうのではなくうのではなく、、、、乾乾乾乾パンのパンのパンのパンの

つかみつかみつかみつかみ取取取取りなどりなどりなどりなど趣向趣向趣向趣向をををを凝凝凝凝らしてらしてらしてらして楽楽楽楽しくしくしくしく、、、、そしてそしてそしてそして

継続的継続的継続的継続的にににに実施実施実施実施してしてしてして身体身体身体身体にしみつかせてにしみつかせてにしみつかせてにしみつかせて覚覚覚覚えておえておえておえてお

くことがくことがくことがくことが大事大事大事大事だとして津波に主眼をおいた活動

を平成１９年から５年間で６回の避難訓練を実

施致し積み重ねてまいりました。 

津波津波津波津波にににに対対対対するするするする、、、、我我我我々々々々のモットーはのモットーはのモットーはのモットーは①①①①１１１１分分分分１１１１秒秒秒秒

でもでもでもでも早早早早くくくく（（（（もっともっともっともっと早早早早くくくく））））②②②②１１１１ミリでもミリでもミリでもミリでも高高高高いとこいとこいとこいとこ

ろへろへろへろへ（（（（もっともっともっともっと高高高高いところへいところへいところへいところへ））））③③③③１１１１ミリでもミリでもミリでもミリでも遠遠遠遠くくくく

へへへへ（（（（もっともっともっともっと遠遠遠遠くへくへくへくへ））））のののの三三三三つでつでつでつで、、、、””””逃逃逃逃げるがげるがげるがげるが勝勝勝勝ちちちち””””

早早早早めのめのめのめの避難避難避難避難をををを心掛心掛心掛心掛けるということですけるということですけるということですけるということです。。。。このこ

とを心掛けて避難訓練などを行っていたおかげ

か、２０１１年３月１１日に発生した東日本大

震災においては住民の多くは自主的に避難を行

い、和歌山県和歌山県和歌山県和歌山県のののの避難率避難率避難率避難率がががが 3.23.23.23.2％％％％だったのにだったのにだったのにだったのに対対対対しししし

てててて避難率避難率避難率避難率 37.737.737.737.7％％％％というというというという結果結果結果結果でしたでしたでしたでした。。。。避難率が示

すように過去の訓練の成果だと振り返ります。    

昨年の平成 23 年 11 月 27 日には、小学校

と協力し、津波避難訓練を実施しました。これこれこれこれ

はははは黒江小学校黒江小学校黒江小学校黒江小学校のののの児童児童児童児童がががが訓練開始前訓練開始前訓練開始前訓練開始前、、、、朝早朝早朝早朝早くからくからくからくから

バリケードバリケードバリケードバリケード等等等等をををを用用用用いいいい、、、、通行不能箇所通行不能箇所通行不能箇所通行不能箇所をををを作作作作りりりり出出出出しししし、、、、

想定外想定外想定外想定外のののの状況状況状況状況をををを作作作作りりりり出出出出したしたしたした上上上上でででで住民住民住民住民がががが訓練訓練訓練訓練をををを行行行行

うというものですうというものですうというものですうというものです。。。。訓練後は簡易トイレの作り

方の講習を行いました。このように、子どもを

巻き込むことによって、大人も参加し住民一体

となって訓練を実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス 防災・きのくに東西南北 

（津波避難訓練の様子） 
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また、訓練の際は全員参加を目指し「段取り

8 分の事前活動」として、１か月前に実施日の

確定や第１信のチラシの配布、２週間前に第２

信の回覧板、そして１週間前に戸別チラシの配

布をし、事前に訓練について周知徹底を行って

います。 

 ３３３３ ．．．． 今 後今 後今 後今 後 のののの 活 動活 動活 動活 動 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て     

今後の活動については、今回の東日本大震災

を教訓に、改めて防災・減災の取り組みを考え

直さなければいけないと感じました。「飽きず 

休まず」継続は力なりの精神で、年中行事とし

て続けていきたいと思います。従って”厳しい”

ではなく”楽しく”イベントとセットでするこ

とが必要だと思います。これまでも、人と防災

未来センターや稲村の火の館などの施設の見学

をし、美味しい食事をして帰ってくるというよ

うな形で楽しみを入れたイベントを企画してき

ました。これからもこのようなイベントを実施

することによって、住民に自ら身を守る知恵や

災害時に必要な判断、知識を楽しく身につけて

いただけるよう工夫を凝らしていきたいと思っ

ています。 

 当然想定外はこれからも起こってきます。た

だ想定外が起こったからといって慌てるのでは

なく””””どこにどこにどこにどこに    どうやってどうやってどうやってどうやって逃逃逃逃げるのかげるのかげるのかげるのか？？？？そこにそこにそこにそこに

行行行行くのにはどれくらいくのにはどれくらいくのにはどれくらいくのにはどれくらい時間時間時間時間がかかるのかがかかるのかがかかるのかがかかるのか””””等自等自等自等自

分分分分なりのハザードマップがなりのハザードマップがなりのハザードマップがなりのハザードマップが必要必要必要必要になってくるになってくるになってくるになってくると

思います。 

 今こそ、私たち一人ひとりが地震や津波に対

する備えを万全にする必要があり、互いに連携

し合う共助の仕組みを訓練を通じてしっかり作

っていく必要があると考えています。 

原 稿 提 供 ：  昭 成 町 自 主 防 災 会 会 長  谷 井
や つ い

様  
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台風台風台風台風１２１２１２１２号災害号災害号災害号災害にににに対対対対するするするする那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町    

自主防災組織連絡協議会自主防災組織連絡協議会自主防災組織連絡協議会自主防災組織連絡協議会のののの活動活動活動活動についてについてについてについて    

（（（（那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町那智勝浦町））））    

 昨年の台風１２号災害時に那智勝浦自主防災組織連

絡協議会が活動した事例について紹介します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１１１１．．．．    発足発足発足発足のののの経緯経緯経緯経緯    

那智勝浦町自主防災組織連絡協議会は、平成

17 年９月に「町民の防災意識の高揚と自助・共

助・公助が一体となった地域防災体制の強化を

推進する」ことを目的に設立しました。設立以

降、年三回の定例会議と年一回の先進地視察や

9 月の防災週間に合わせた町民合同研修会を開

催しています。 

２２２２．．．．    台風台風台風台風１２１２１２１２号災害時号災害時号災害時号災害時のののの活動活動活動活動    

昨年 9 月、那智勝浦町はこれまでに経験した

ことのない大きな被害を受けました。特に那智

川流域で発生した土石流では、多くの家屋が流

され、死傷者も多数出ました。 

那智勝浦町には３３の自主防災組織があり、

それぞれの組織が避難所運営等、地元住民の安

全確保のために活動しました。 

中でも那智川沿いの八反田区は、集落を守る

堤防は古く、災害当日は堤防を越えた濁流が一

気に地区へ流れ込みました。 

近くに町の指定避難所である井関保育所もあ

りましたが、午前 2 時過ぎに床上 150cm まで

土石流が流れ込みました。当時、地元住民 14

人がこの保育所に避難していましたが、八反田

区自主防災組織の機転でより安全な市野々小学

校へ移動したため、間一髪のところで難を逃れ

ました。保育所に止まっていれば、大惨事にな

っていたかもしれません。 

 

那智勝浦町自主防災連絡協議会としては、台

風 12 号で被災した那智川筋などで行われてい

る災害ボランティア活動に 10 月 1 日から 2 日

間、延べ 76 人の協議会役員で参加してきまし

た。 

 協議会としては、もっと早くから参加したか

ったのですが、組織の中には被災しているとこ

ろも有り、取り組みが遅れてしまいました。し

かし、その分精一杯奉仕活動を行ってきました。 

  （ボランティア活動の様子） 熊野新聞社提供 

３３３３．．．．    今後今後今後今後のののの活動活動活動活動    

町内自主防災組織の横の連携を強化し、今後

発生が心配されている大災害に対応出来るよう

防災訓練の実施や防災知識の普及に努めていき

たいと考えています。  

原 稿 提 供 ： 那智勝浦町自主防災組織連絡協議会 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ボランティア活動のため集合している様子）熊野新聞社提供 
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佐野区自主防災組織佐野区自主防災組織佐野区自主防災組織佐野区自主防災組織のののの活動活動活動活動    

（（（（新宮市新宮市新宮市新宮市））））    

今回、平成 22 年 4 月から任期を務められている佐

野区の倉橋延行区長に佐野区自主防災組織の活動をお

聞きました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１１１１．．．．ここここれまでのれまでのれまでのれまでの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

元来、自治組

織であった佐野

区は、平成 9 年

に自主防災組織

を立ち上げ、平

成 14 年以降、

毎年防災訓練を

実施しています。 

現在、約 3,500 人（約 1,500 世帯）が佐野区

に居住しています。                         

平成 18 年頃から懐中電灯、ヘルメット等の

防災機材の購入を始めました。その後、防災倉

庫や飲料水タンクを設置し、また避難所である

佐野会館には発電機、仮設用テント、毛布、ア

ルファ米など、必要な機材を順々に備えていま

す。これらの機材は区民の負担金、新宮市等の

自治体からの助成、そして企業様からの寄贈等

によって整備させていただきました。また、地

震対策のうち、佐野区独自の事業としまして、

自助自助自助自助のののの理念理念理念理念であるであるであるである「「「「自分自分自分自分のののの身身身身はははは自分自分自分自分でででで守守守守るるるる」」」」意意意意

識識識識をををを高高高高めるめるめるめる取組取組取組取組みとなるようみとなるようみとなるようみとなるよう、、、、一定一定一定一定のののの基準基準基準基準をををを満満満満

たたたたしたしたしたした世帯世帯世帯世帯にはにはにはには家具家具家具家具のののの転倒転倒転倒転倒をををを防止防止防止防止するためのするためのするためのするための器器器器

具具具具のののの取取取取りりりり付付付付けをけをけをけを行行行行ってってってっておりますおりますおりますおります。。。。 

２２２２．．．．台風台風台風台風１２１２１２１２号災害号災害号災害号災害でのでのでのでの対応対応対応対応    

佐野区では、9 月 2 日早朝から大雨洪水警報

が発令され、私は 9 月 3 日の夕方から佐野会館

で待機していました。62 名の区民が避難所へ避

難できましたが、豪雨のため、自宅から身動き

が取れず避難所に行くことができない方も多く

いたのも事実です。 

今回の台風 12 号で苦労したことの一つとし

て、水道の断水があります。9 月 4 日から約 1

週間続き、給水車からの供給によりしのぎまし

た。当会館では、平常時から近接の個人所有の

井戸水をご厚意により使わせていただいており 

 

ましたが、今般の断水時にも大きな力となりま

した。ただ、当会館から離れた集落では、給水

に来ることができず、断水期間中、生活用水を

川からバケツ等で汲み上げる等により対応する

区民の方も多くおられました。区では、教訓と

して、新宮市の助成をいただいて揚水ポンプを

2 機購入したところです。 

台風 12 号は佐野区域の川を氾濫させ、土砂

崩れ等の爪痕を残しました。家屋の床下・床上

浸水といった被害に見舞われ、また一部では無

数 の 木 や 土 砂

が 家 屋 に 流 れ

込 む よ う な 被

害 も 見 舞 わ れ

ました。佐野区

の 復 旧 活 動 と

しては、備品の

チェンソーを使い玄関に突き刺さった流木を切

り落し、また佐野区民と他の市民とが一緒にな

って側溝の泥出等も行いました。 

また、佐野区佐野区佐野区佐野区ではではではでは以前以前以前以前からからからから災害時災害時災害時災害時にににに不安不安不安不安をををを感感感感

じるじるじるじる区民区民区民区民にににに対対対対しししし安否確認安否確認安否確認安否確認カードのカードのカードのカードの登録登録登録登録をををを勧勧勧勧めてめてめてめて

おりおりおりおり、、、、台風台風台風台風がががが去去去去ったったったった 9999 月月月月 6666 日以降日以降日以降日以降、、、、カードカードカードカード登録登録登録登録

者者者者のうちのうちのうちのうち安否安否安否安否がががが分分分分からなかったからなかったからなかったからなかった方方方方々々々々についてはについてはについてはについては

電話電話電話電話をををを通通通通じてじてじてじて身身身身のののの安安安安全全全全をををを確認確認確認確認することができますることができますることができますることができま

したしたしたした。。。。    

３３３３．．．．今回今回今回今回のののの災害災害災害災害をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて    

これまで佐野区では炊き出しや避難訓練等の

防災訓練を実施していましたが、これらの活動

はあくまで地震や津波を想定したものでした。

ここ数年、佐野区では台風 12 号ほどの大きな

自然災害はありませんでした。私は、被害写真被害写真被害写真被害写真

やややや地元地元地元地元のののの新聞等新聞等新聞等新聞等、、、、当時当時当時当時のののの状況状況状況状況をををを資料資料資料資料としてとしてとしてとして整理整理整理整理

をををを進進進進めておりめておりめておりめており、、、、このこのこのこの大水害大水害大水害大水害をををを後後後後々々々々までまでまでまで忘忘忘忘れずれずれずれず、、、、

後世後世後世後世にににに伝伝伝伝えていくとともにえていくとともにえていくとともにえていくとともに対策対策対策対策をををを考考考考えていかなえていかなえていかなえていかな

ければとければとければとければと思思思思いますいますいますいます。。。。    

佐野区での今年度の活動としては、津波避難

訓練や高校生防災スクールの参加、そして夜間

避難訓練等を予定しています。これからは地震

や津波だけでなく、風水害も想定した防災活動

を区民の皆さんと考えていきたいと思います。 

（台風 12 号災害時の状況） 

 （倉橋延行区長） 

原 稿 ： 事 務 局  
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池野山区自主防災会池野山区自主防災会池野山区自主防災会池野山区自主防災会のののの活動活動活動活動    

（（（（古座川古座川古座川古座川町町町町））））    

池野山区自主防災会が平成２３年１０月２３日に実施

した防災イベント活動を中心に紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

1.1.1.1. 池野山区自主防災会池野山区自主防災会池野山区自主防災会池野山区自主防災会についてについてについてについて    

 池野山は、古座川の河口から約３．５ｋｍに

位置し、交通の便もよく、町内でも２番目に人

口の多い集落です。住民の防災に対する意識も

高く、平成２２年４月１日に「池野山区自主防

災会」を立ち上げ、１４２世帯が加入していま

す。初年度は、県と町の補助金を活用し防災関

係の資機材を揃えました。平成２３年度は、県

の「自主防災組織活性化事業」により、組織の

充実と住民の防災意識の向上を図ることに重点

を置いて活動しました。 

2.2.2.2. 活動内容活動内容活動内容活動内容    

 昨年、役員会を４回ほど開き、平成２３年１

０月２３日の日曜日、池野山集会所を中心とし

て「防災イベント」を開催しました。午前中は

役員で「まち歩き」として３班に分かれ池野山

区内を歩いて、道路や河川など危険箇所をチェ

ック、各班よりその結果を発表しました。日頃

は何気なく見ている風景が、防災という視点で

見てみるとまた違った見方ができ、今後の活動

に大いに役に立つと感じました。 

 午後からは、区民の協力により、「炊き出し」

と和歌山大学防災研究センターの今西客員教授

の指導で救助訓練を実施しました。 

また、家具転倒防止の体験講座も開かれ、区民

の防災意識の向上につながりました。 

 

（まち歩き実施後の発表会の様子） 

 

今回は、関係機関の協力によりイベントとし

て実施しましたが、訓練の継続が大事であり、

池野山区として自主的に活動を続けていきたい

と考えています。  

このイベントで実施した「まち歩き」を基に防

災マップも作成し、各戸に配布しました。 

日頃からこのマップを通して、避難について家

庭で話し合っていただければありがたいと思っ

ています。 

（救助訓練の様子） 

４４４４月月月月にはにはにはには、、、、津波一時避難場所津波一時避難場所津波一時避難場所津波一時避難場所のののの表示表示表示表示とととと海抜表海抜表海抜表海抜表

示板示板示板示板をををを作成作成作成作成、、、、役員役員役員役員でででで設置設置設置設置しましたしましたしましたしました。。。。    

 いつくるかわからない災害には、日々の生活

の中で備えることが大事です。まずは、家庭で、

次に隣近所で、そして池野山区で協力して、日

々災害に備え、防災力を高めていきたいと思い

ます。 

原稿提供：池野山区長 中根 和夫 様 
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古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会のののの活動活動活動活動    

（（（（串本町串本町串本町串本町））））    

古田区自主防災会が日ごろから住民と共同で行って

いる備蓄活動を取材しましたので紹介します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１１１１．．．．古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会についてについてについてについて    

串本町は、太平洋に面した本州最南端の町で

あり、近い将来に起こるとされている「東南海・

南海地震」では、津波により甚大な被害が発生

すると考えられています。中でも古田地区は、

町内を流れる古座川に面しているため水害にも

見舞われやすく、昨年の台風 12 号でも大きな

被害を受けました。このような地域で活動する

古田区自主防災会は、日頃から防災意識が極め

て高く、過去の経験を活かした取り組みが積極

的に行われています。 

２２２２．．．．住民住民住民住民とととと共同共同共同共同でででで備蓄備蓄備蓄備蓄をををを実施実施実施実施    

 古田区自主防災会は避難所の近くに備蓄倉庫

を設けています。この備蓄倉庫には、各世帯が

自由に必要な物品を備蓄することができるスペ

ースを設けています。また、区の食料の備蓄品

に関しては、賞味期限が近づくと区民が共同分

配してそれらを購入し、その資金で新たな備蓄

品を購入するという形の取り組みが検討されて

います。さらに、古田区自主防災会で所有する

発電機やラジオは区民から寄付されたものであ

り、このような点からも防災意識の高さや区民

の結びつきの強さが感じられます。「「「「備蓄品備蓄品備蓄品備蓄品をスをスをスをス

ムーズにムーズにムーズにムーズに使用使用使用使用できないとできないとできないとできないと備蓄備蓄備蓄備蓄のののの意味意味意味意味がないがないがないがない」」」」とととと

いういういういう会長会長会長会長のののの言葉言葉言葉言葉のもとのもとのもとのもと、、、、区民区民区民区民にとってにとってにとってにとって最善最善最善最善のののの備備備備

蓄蓄蓄蓄のののの形形形形をををを作作作作りりりり上上上上げることをげることをげることをげることを目指目指目指目指していますしていますしていますしています。。。。    

    
 

 

    

２２２２．．．．災害時災害時災害時災害時のののの女性女性女性女性のののの力力力力    

 古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会はははは「「「「災害時災害時災害時災害時におけるにおけるにおけるにおける女性女性女性女性のののの

力力力力」」」」をををを非常非常非常非常にににに大切大切大切大切にしていますにしていますにしていますにしています。「。「。「。「昨年昨年昨年昨年のののの台風台風台風台風のののの

時時時時もももも女性女性女性女性ならではのならではのならではのならではの発想発想発想発想とととと行動行動行動行動にににに幾度幾度幾度幾度とととと救救救救われわれわれわれ

たたたた。。。。やはりやはりやはりやはり女性女性女性女性にしかにしかにしかにしか気気気気づけないことづけないことづけないことづけないこと、、、、できなできなできなできな

いことがあるいことがあるいことがあるいことがある。。。。台風の時は、男性陣が区内の状

況確認で外に出ている間、女性陣が避難所で避

難者のケアをしてくれて非常に助かった。」と会

長は話します。会長いわく、「今後もこのような

形の役割分担をさらに充実させ、区民が一致団

結して災害に備えたい」とのことです。 

    

３３３３．．．．経験経験経験経験からからからから学学学学ぶぶぶぶ    

 「「「「とにかくとにかくとにかくとにかく経験経験経験経験」」」」というというというという会長会長会長会長のののの言葉言葉言葉言葉にににに表表表表れてれてれてれて

いるようにいるようにいるようにいるように、、、、古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会古田区自主防災会はははは「「「「過去過去過去過去のののの経験経験経験経験」」」」

にににに非常非常非常非常にににに重重重重きをきをきをきを置置置置いていますいていますいていますいています。。。。大きな被害を受

けた昨年の水害ですら「勉強になった」「台風の

おかげで新たな発見があった」「経験があるから

こそ改善ができる」と前向きに振り返ります。

また、経験に基づいた区民からの声も大切にし

ており、これらを参考にしながら区民にとって

より良い自主防災組織作りを目指しています。 

４４４４．．．．終終終終わりにわりにわりにわりに    

 古田区自主防災会は、会長をはじめとする役

員を中心として、区が一致団結して日頃から積

極的に防災活動に取り組んでいます。今後の大

きな目標として、台風の時に非常に協力的だっ

た若い世代の意見を積極的に取り入れて、彼ら

が参加しやすい環境を作ることを挙げていまし

た。また、会長は最後に「災害時の避難の対応

だけではなく、その後の処理の対応も忘れては

いけない」と話していました。 

（備蓄倉庫の外観） 

（備蓄倉庫内の様子） 

原 稿 提 供 ： 串 本 町 役 場  
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県内小・中・高等学校や地域の防災研修会を対象に、体験型の「減災教室」を開催し、県民減災運

動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

この会報誌は和歌山県ホームページにも掲載されています。（カラー版） 

URL : http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/jisyubou/jisyubou.html 

～事務局より～ ［和歌山県危機管理局総合防災課］ 

活動事例募集中！（地震・津波・洪水等の過去の災害の体験談も募集しています！） 
地域で防災活動に取り組まれている皆様の活動事例を本会報誌で紹介していきたいと考えています。また、

紀伊半島大水害や昭和の南海地震などの体験談も語り継いでいきたいと考えています。つきましては、活動

事例等をご紹介いただける方がございましたらメール、ＦＡＸ、郵送にて下記までご送付願います。 

なお、紙面の都合により、ご提供いただいた方すべての原稿を掲載できない場合や原稿を修正させていた

だく場合もございますが予めご了承ください。字数等については、８００～１２００字程度でご検討いただ

ければ幸いです。また、活動の写真もご提供いただけましたら、原稿とともに掲載したいと考えています。 

記 

１ 提 出 先 和歌山県自主防災組織情報連絡会 事務局（和歌山県危機管理局総合防災課内） 

２ 提出方法 E-mail：e0114001@pref.wakayama.lg.jp  ＦＡＸ：０７３－４２２－７６５２ 

郵 送：〒640-8585 和歌山市小松原通 1-1 和歌山県庁危機管理局総合防災課 行き 

＊＊＊＊活動事例活動事例活動事例活動事例をををを会報誌会報誌会報誌会報誌にににに掲載掲載掲載掲載させていただくさせていただくさせていただくさせていただく場合場合場合場合にににに、、、、県総合防災課県総合防災課県総合防災課県総合防災課からごからごからごからご連絡連絡連絡連絡させていただくさせていただくさせていただくさせていただく場合場合場合場合もございますもございますもございますもございます

のでのでのでので、、、、住所住所住所住所、、、、氏名氏名氏名氏名、、、、電話番号電話番号電話番号電話番号をををを必必必必ずごずごずごずご記入記入記入記入のうえのうえのうえのうえ、、、、原稿原稿原稿原稿をごをごをごをご提供提供提供提供いただきますようおいただきますようおいただきますようおいただきますようお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

【【【【おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】和歌山県危機管理局総合防災課 防災企画班ＴＥＬ：０７３－４４１－２２７１ 

災害に備えて、メール配信サービスに登録しよう！～ 「出張！減災教室」を実施しています！ 

【【【【対象対象対象対象】】】】    

（１）県内の小中学校・高等学校（各種学校を含む） 

（２）自主防災組織、自治会などの地域団体、市町村等の公共団体など 

    

【【【【実施期間及実施期間及実施期間及実施期間及びびびび日時日時日時日時】】】】    

（１）実施期間：平成２４年８月３日～平成２５年３月３１日 

（２）実施日時：原則９時～１７時（土、日、祝日、夜間可） 

  講師の派遣や、配付資料等の費用は当方で負担します。 

  ただし、会場の手配やそれに係る費用については申込者の負担となります。 

 

                          お気軽にお問い合わせください。 

 

主な体験学習メニュー 

（１）地震体験車ごりょう君による地震体験 

（２）地震・津波の知識の基礎講座 

（３）まち歩きなどの体験学習 

（４）避難所運営ゲーム等を用いた防災学習等 

（５）家具固定講座・研修 

（６）耐震構造模型による耐震化学習 

（７）その他 

 

※地震体験車による地震体験は雨天使用不可のた

め、天候により中止する場合があります。また、

傾斜がある場所では使用できません。 

【【【【申込申込申込申込】】】】    
  出張！減災教室スタッフ 
  電話：０７３－４４１－２２７１ 

 
【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

和歌山県危機管理局 
総合防災課防災企画班 
電話：０７３－４４１－２２７６ 


